
第5回 早稲田大学 航空宇宙シンポジウム

宇宙開発の大航海時代を迎えて
⽇時：2019年11⽉9⽇（⼟）13：00 〜 17:30

場所：63号館201教室
＜⽇本宇宙産業の現状＞
13:10~13:45 「新たな時代の宇宙産業 〜宇宙ビジネスの現状とこれから〜」

国⽴航空研究開発法⼈宇宙航空研究開発機構（JAXA）新事業促進部部⻑ 岩本裕之⽒
「ロケット・衛星開発の最前線から」
13:50〜14:35 「衛星打上げ輸送事業と最近の動向」

三菱重⼯業(株) H-ⅡA/B プログラムマネージャー 徳永 建⽒
14:40〜15:25 「センチメータ級衛星測位が開く、スマートシティ構想」

三菱電機株式会社 ⾼精度測位事業推進部 地図ソリューショングループ担当部⻑ 瀧⼝ 純⼀⽒
15:25〜15:45 ＜ 休 憩 ＞
＜ビジネスニューフロンティアとしての宇宙産業＞

宇宙・・新しいビジネスエリアを⽬指して
15:45〜16:30 「ビジネス分野としての宇宙・・・“宇宙に夢と商いを”」

Space BD 株式会社 代表取締役社⻑ 永崎 将利 ⽒
16:35〜17:10 「ANAが宇宙事業にかける想い 〜次は、宇宙へ！〜」

ANAホールディングス デジタル・デザインラボ チーフディレクター 津⽥ 佳明 ⽒
17:15〜17:20 情報交換会（学⽣無料，⼀般1000円）18：00〜20：00＠63号館1階 ロームスクエア
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“宇宙開発の大航海時代を迎えて”

シンポジウム　プログラム
【会期】　２０１９年１１月９日（土曜日）１３：００～１７：２０

【会場】　早稲田大学西早稲田キャンパス（理工キャンパス）６３号館２０１教室

【主催】　早稲田機友会　早稲田大学航空宇宙懇話会　

【協賛】　早稲田大学早稲田大学理工学術院基幹理工学部機械科学航空学科　
三菱重工業株式会社、ANAホールディングス株式会社、株式会社フジキン

【協力】　国立航空研究開発法人　宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）、
三菱電機株式会社、Space BD株式会社

ご 挨 拶
早稲田大学理工学術院基幹理工学部機械科学航空学科　主任 天野　嘉春 教授

早稲田大学航空・宇宙シンポジウムは、おかげさまをもちまして本年度で第5回を迎えました。
本シンポジウムは、毎年1回のペースで、早稲田大学の旧機械工学科を母体とする学科（機械科
学・航空学科と総合機械工学科）の卒業生、在校生、教員の組織である早稲田機友会のもと、
校友を中心として組織された航空宇宙懇話会が、航空・宇宙に興味をもつ機械系在学生を聴講
者として念頭におき、企画、運営されています。機械科学・航空学科は、2020年度4月より、学
科名称に宇宙を冠し、「機械科学・航空宇宙学科」へと変わります。このような時期に、過去の
聴講者からの要望もあり、これまでの航空分野を中心と据えたテーマから新たに、宇宙関連
のテーマで企画されました。今回のテーマは”宇宙開発の大航海時代を迎えて”です。JAXA
や宇宙関連企業の最先端でご活躍の方々を講師にお迎えし、宇宙産業の現在、そして未来へと
展望する貴重な機会となることを期待しています。航空・宇宙分野は、今まさに新たな開拓の時
代を迎えつつあります。機械系学諸君は、講義で学ぶ航空・宇宙で利用される技術に加え、
産業界の現実と方向性を掴むべく、本業界で活躍されている機友会の本学卒業生を含む先達

との「知の交差点」としてこの機会を捉えることを期待しています。そして、この業界をリードする人材となり、今後の航空宇宙
産業のさらなる発展の一助となることを期待します。
最後に、大変ご多忙の中、講演をお引き受け頂きました講演者様および関係各位、シンポジウムへのご後援、協賛頂きました
企業皆様へ篤く御礼申し上げます。

１．開会
２．講演会
司会：早稲田大学　基幹理工学部　機械科学・航空学科　天野　嘉春 教授

＜日本宇宙産業の現状＞

（ア）「新たな時代の宇宙産業　～宇宙ビジネスの現状とこれから～」
「国立航空研究開発法人　宇宙航空研究開発機構（JAXA）
新事業促進部　部長　岩本　裕之 氏

（イ）「ロケット・衛星開発の最前線から」
①「衛星打上げ輸送事業と最近の動向」
三菱重工業㈱　H-ⅡA/B　プログラムマネージャー　徳永　建 氏

②「センチメータ級衛星測位が開く、スマートシティ構想」
三菱電機株式会社　高精度測位事業推進部　
地図ソリューショングループ　担当部長　瀧口　純一 氏

＜　休　憩　＞
　　　　　　　　　
＜ビジネスニューフロンティアとしての宇宙産業＞

（ウ）宇宙・・新しいビジネスエリアを目指して
①「ビジネス分野としての宇宙・・・“宇宙に夢と商いを”」
Space BD 株式会社　代表取締役社長 永崎　将利 氏

②「ANAが宇宙事業にかける想い ～次は、宇宙へ！～」
ANAホールディングス　デジタル・デザインラボ
チーフディレクター　津田　佳明 氏

3.閉会　 天野嘉春 教授

4.情報交換会（懇親会）　時間　18：00 ～ 20：00 
場所　56号館地下理工カフェテリア

1. ご挨拶

2 . シンポジウムプログラム

3 . 広告
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展望する貴重な機会となることを期待しています。航空・宇宙分野は、今まさに新たな開拓の時
代を迎えつつあります。機械系学諸君は、講義で学ぶ航空・宇宙で利用される技術に加え、
産業界の現実と方向性を掴むべく、本業界で活躍されている機友会の本学卒業生を含む先達

との「知の交差点」としてこの機会を捉えることを期待しています。そして、この業界をリードする人材となり、今後の航空宇宙
産業のさらなる発展の一助となることを期待します。
最後に、大変ご多忙の中、講演をお引き受け頂きました講演者様および関係各位、シンポジウムへのご後援、協賛頂きました
企業皆様へ篤く御礼申し上げます。

１．開会
２．講演会
司会：早稲田大学　基幹理工学部　機械科学・航空学科　天野　嘉春 教授

＜日本宇宙産業の現状＞

（ア）「新たな時代の宇宙産業　～宇宙ビジネスの現状とこれから～」
「国立航空研究開発法人　宇宙航空研究開発機構（JAXA）
新事業促進部　部長　岩本　裕之 氏

（イ）「ロケット・衛星開発の最前線から」
①「衛星打上げ輸送事業と最近の動向」
三菱重工業㈱　H-ⅡA/B　プログラムマネージャー　徳永　建 氏

②「センチメータ級衛星測位が開く、スマートシティ構想」
三菱電機株式会社　高精度測位事業推進部　
地図ソリューショングループ　担当部長　瀧口　純一 氏

＜　休　憩　＞
　　　　　　　　　
＜ビジネスニューフロンティアとしての宇宙産業＞

（ウ）宇宙・・新しいビジネスエリアを目指して
①「ビジネス分野としての宇宙・・・“宇宙に夢と商いを”」
Space BD 株式会社　代表取締役社長 永崎　将利 氏

②「ANAが宇宙事業にかける想い ～次は、宇宙へ！～」
ANAホールディングス　デジタル・デザインラボ
チーフディレクター　津田　佳明 氏

3.閉会　 天野嘉春 教授

4.情報交換会（懇親会）　時間　18：00 ～ 20：00 
場所　56号館地下理工カフェテリア

1. ご挨拶

2 . シンポジウムプログラム

3 . 広告
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